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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２６年１月９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２４年８月２５日（土） １３時１５分ごろ 

発生場所 広島県呉市上
かみ

蒲刈
かまがり

島東方沖 

 呉市所在の蒲刈荷島灯台から真方位２５２°１３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１１.５′ 東経１３２°４５.６′） 

事故調査の経過  平成２４年９月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート 北斗星
ほくとせい

、３.０トン 

 ２７０－４７１１１広島、株式会社沖田 

 ９.１６ｍ（Lr）×２.５０ｍ×０.７９ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２１４kＷ、平成２３年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２３年５月３０日 

  免許証交付日 平成２３年５月３０日 

         （平成２８年５月２９日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 舵、プロペラ及びプロペラ軸が曲損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者３人を乗せ、船首約０.３

ｍ、船尾約１.２ｍの喫水により、約８ノットの対地速力で上蒲刈島

東方沖を北西進中、船長が、操縦席に座って手動操舵を行い、蒲刈荷

島灯台と上蒲刈島の間を通過しようとしたところ、平成２４年８月２

５日１３時１５分ごろ衝撃を受けて停止した。 

 船長は、本事故後、水深が約０.７～０.８ｍであり、本船が干出浜

（岩）に乗り揚げていることを確認した。 

 船長は、最新の海図によって航行予定海域の水路調査を行っておら

ず、蒲刈荷島灯台と上蒲刈島の間に干出浜（岩）が拡延していること

を知らなかった。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項  船長は、これまで蒲刈荷島灯台の沖を２～３回航行した経験があっ
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たが、蒲刈荷島灯台と上蒲刈島の間を航行したのは初めてであった。 

 船長は、ＧＰＳプロッターを５０ｍレンジとして表示させていたの

で、水深や浅瀬などは分からなかった。 

 船長が、本事故当時使用していた海図によれば、本事故発生場所付

近の水深は１.８ｍである。 

 平成２３年６月２日刊行の海図Ｗ１４１によれば、蒲刈荷島灯台と

上蒲刈島の間には干出浜（岩）が拡延している。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、上蒲刈島東方沖を北西進中、船長が蒲刈荷島灯台と上蒲刈

島の間に干出浜（岩）が拡延していることを知らなかったことから、

蒲刈荷島灯台と上蒲刈島の間に拡延する干出浜（岩）に向けて航行す

ることとなり、干出浜（岩）に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、最新の海図によって航行予定海域の水路調査を行っておら

ず、また、ＧＰＳプロッターを５０ｍレンジとして表示させており、

水深や浅瀬などは表示されていなかったことから、蒲刈荷島灯台と上

蒲刈島の間に干出浜（岩）が拡延していることを知らなかったものと

考えられる。 

原因  本事故は、本船が、上蒲刈島東方沖を北西進中、船長が蒲刈荷島灯

台と上蒲刈島の間に干出浜（岩）が拡延していることを知らなかった

ため、蒲刈荷島灯台と上蒲刈島の間に拡延する干出浜（岩）に向けて

航行することとなり、干出浜（岩）に乗り揚げたことにより発生した

ものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・最新の情報により、海図やＧＰＳプロッター等で航行予定海域の

水路調査を行い、適切な針路を選定すること。 

 ・ＧＰＳプロッターを使用するときは、航行海域の状況に応じて適

切な表示範囲に切り替えること。 

 

 


